
                         令和７年７月７日  

東京都 NIE推進協議会主催「夏の NIEセミナー」のご案内  

                       東京都NIE推進協議会 

                                      会長 和田 直樹 

                                    （世田谷区立駒沢中学校長） 
 

 

暑い日々が続いておりますが、いかがお過ごしでしょうか。 

さて、今年も下記の通り当会主催「夏のNIEセミナー」を実施します。是非、ご参加いただきたくご案内申し

上げます。 
 

日  時  8月18日（月）14：00～17：00 

場  所  日本プレスセンタービル ７Ｆ 大会議室 （メトロ 霞が関駅・内幸町駅） 

会場定員  50名程度（オンラインでの参加も可能です） 

 

１ 平和講演  

 

 

 

          日本原水爆被害者団体協議会(被団協)事務局次長 

                       和田 征子 氏 
        

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 新聞部顧問の先生と生徒による発表 

  

 
 

埼玉県立松山高等学校  新聞部  顧問 矢野悠季先生 

                 代表生徒のみなさん  
  

  

 
 

 
 

＜参加方法＞ 無料 

会場参加は50名様程度とさせていただきます。 

Zoom参加（視聴のみ）の場合は、８月14日（木）までに、ご連絡いただいたメールアドレスにZoomのURL等を

送信させていただきます。万が一、送信が無い際には、本協議会（下記アドレス）までご連絡ください。 

＜申し込み＞ 

 

 

 

 

問い合わせ先  東京都NIE推進協議会   

         電話 03（3591）4760  e-mail tokyo-nie@pressnet.or.jp 

戦後 80年の今、戦争と平和について考える 

 
 

埼玉県東松山市にある男子校の県立松山高等学校。新聞部は2019年の夏から、その活動がストップし廃部

の危機にありました。それを救ったのが2021年に顧問になった国語科の矢野悠季先生(国語科)です。矢野先

生は当時、同校に着任したばかりでした。矢野先生や部員は見事に新聞部を復活させ、2023年に行われた第

47回全国高等学校総合文化祭(鹿児島)の新聞部門で見事「最優秀賞」受賞。2024年の岐阜大会においても再

び「最優秀賞」。どうやって新聞部を復活させたのか。また普段の活動の様子などお話していただく予定で

す。 

 

 

 

の矢野先生はどうして新聞部を守ろうとしたのか。またどうやって「学校の歴史を記録する新トー横居場

所プロジェクトは、新聞を活用した国語表現の授業でメンバーの一人が「トー横問題」の記事を取り上げた

ことからはじまりました。トー横キッズが自律→自立できる社会を目指して、新たな居場所の提案をします。

（日本NIE学会「NIE生徒研究発表大会」優秀研究賞受賞） 

また、それぞれの進路に進み、大学1年生となったメンバーが、会場の方と新聞を活用した教育について

ディスカッションします。たくさんの方とお話しできることを楽しみにしています！（指導 高橋伸明先生） 

メールもしくは右のQRコードから申し込みをしてください。

申し込み締め切り８月８日（金） 17時 

今年は２０２４年にノーベル平和賞を受賞した被団協の事務局次長の和田征子様に「平和講演」をお願いしま

した。和田様自身も１歳の時に長崎で被爆。お母さまなどから受け継いだ被爆の実相などを多くの人々に語り伝

えるとともに諸外国においても核兵器廃絶を訴える活動を精力的になさっています。ノーベル平和賞授賞式はも

ちろんのこと、この３月にはニューヨークの国連本部で開催された核兵器禁止条約の締約国会議にも被団協を代

表し参加されました。滞在中には現地の大学などでも講演をされています。今年は戦後８０年の筋目の年です。

「新聞が果たす平和への役割」などについても言及していただく予定です。 

 

 

 

  廃部危機から日本一の新聞部へ  

  ～休部状態だった新聞部を180人を超える部活へ～ 

mailto:tokyo-nie@pressnet.or.jp

